
市立高校を定年退職し、青少年課愛護担当職員として勤務を始め、早いも 

ので３年が経過しました。この３年間を振り返り、感じたことや考えたこと 

を述べさせていただきたいと思います。 

            学校現場においても、ある程度は把握していましたが、少年の非行状況の 

大きな変化を目の当たりにしました。以前は、「ツッパリ」「ヤンキー」といった言葉で呼ばれ、一目

で課題を抱えていることがわかる少年が激減し、少年による初期型犯罪件数も減少してきているこ

とに、青少年問題の変化を感じています。 

中高生の非行が減少しているのは、ただ子どもの数が減っただけではなく、今、中高生を持つ親の

世代が、自分たちの中学、高校時代を振り返り、反省の意味を込めて子育てしている点も影響してい

るように思います。同窓会に呼ばれていくと、「俺の子はちゃんと育てているで。」という言葉を口に

する思い出深い生徒が一人二人ではありません。親になったとき、こうした言葉が出るのは、尼崎市

が青少年の問題に、学校、地域そして少年補導に係る団体とネットワークを組み組織的に取り組んで

きた成果だと思っています。「あんたのこと、みんなで見ているよ。あんたは決してひとりではない

んやで」といった、少年補導に携わる人々の思いが通じていたからだと考えています。３８年間の教

員経験から申し上げられることは、子どもは親だけでなく、出会う人々によっても育てられる面が大

きいということです。誰も親に代わることはできない。しかし、親にできないことがたくさんあり、

それを行っていくのが地域や学校ではないかと思っております。 

  青少年を取り巻く環境は、日進月歩どころか分単位で変化していると言っても過言ではないと思い

ます。今のようなネット社会を２０年ほど前には誰が予測できたでしょうか。科学技術の進歩は、そ

れを使う人間にしっかりとした良心が無ければ、進歩ではなく破壊を招くことは歴史が証明してい

ます。先日、とあるファミリーレストランに食事に行った時のことです。家族４人で来ていたお客さ

んが目に留まりました。全員がスマホとにらめっこなのです。そして、食事が運ばれてきても、しば

らくにらめっこは続きました。まるでスマホに操られているかのような光景に見えました。また、非

行防止の標語の中に、小学生の女の子が書いた「おかあさん、スマホ見るより私見て」というものが

ありました。気を付けないと便利さと引き換えに、大切なものを失いつつあるのではと考えています。 

 最後に、数年間にわたり荒れた生徒の指導が続いたとき、砂漠にコップの水を流すような虚しさを

感じていました。しかし、成長した生徒から、「あの時の言葉は忘れてないで。今があるのは…」な

どという言葉を聞くと、言葉をかけ続けることの大切さを実感しています。『愛の一声』は、決して

通じないことはない。いつか必ず人の心に根を下ろす。言葉の力は、人間だけが持つ崇高なものでは

ないかと思っております。
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2 日 火 小田地区理事会   10：30～
4日 木 立花地区理事会    14：30～
8日 月 大庄地区理事会   13：30～
9日 火 園田地区理事会    10：30～
9日 火 武庫地区理事会    13：30～
17 日 水 なでしこ部会   13：00～
18 日 木 小田地区総会    13：30～
22 日 月 大庄地区総会         13：30～
23 日 火 園田地区総会  13：30～
24 日 水 立花地区総会    13：30～
25 日 木 武庫地区総会  13：30～
26 日 金 中央地区総会・代表者会  13：30～

～春を感じて～

桜が芽吹き蕾もほころぶ頃となりました。我が家
の隣の保育所でも、卒園式の練習が始まったようで
す。元気な歌声が聞こえてきます。子どもたちのか
わいい歌声は、私の心もウキウキさせてくれます。 
これからもこの子どもたちが、

笑顔ですくすくと育つ、明るい街
であり続けるために、「愛の一声」
を心に今日も巡回補導へと出掛け
ます。

        【武庫地区】     

コンビニから有害図書がなくなる!!(環境部会からのお知らせ) 
コンビニが、8 月までに全国で成人向け雑誌の販売を原則、中止することになった。女性や子ど

もが来店しやすい店舗にするため。また、ラグビーワールドカップや東京五輪・パラリンピックで

の訪日客の増加を見据え、イメージ低下を防ぐ狙いでもある。販売の中止は、これまで尼崎市少年

補導委員が実施してきた有害環境浄化の推進にもつながる。それでは、今後の環境調査では、コン

ビニは対象外かというとそうではありません。有害図書類の販売の有無にかかわらず、図書販売店

としての調査は従前と何ら変わりません。補導委員の皆様、今後とも青少年の環境浄化にご協力を

お願いします。                        【企画専門委員 上月 照美】

【中央地区】・尼崎城の公園に植栽が植えられ着々とオープンに近づいている。
・公園でよく子供たちの姿を見かけますが、高学年の子供たちはよく棚の下にてゲーム機で遊ん
でいます。
・庄下川沿いの樹木が剪定され、見通しが良くなり道が広くなったように感じられます。
・駅前でよく声をかけてくる６０歳位の男の人がいるとの情報が高校生から入っていす。つきま
とい等の行動は無いとのことで、今後も継続して状況の聞き取りをしていく予定です。

【小田地区】・地域補導で公園を巡回していたところ、タコ糸で遊具が巻きつけられていたので、急いで糸を
はずしました。翌日交番へ連絡したところ、警察官が来て現場検証をしてくださったのですが、
タコ糸をほどいてあったのを見て、「現場の状況をそのままにしておいてほしかった」と言われ
ました。次の日、警察から電話があり、小学生がいたずらでしたことがわかりました。

【大庄地区】・徒歩で下校中の女子児童に対して、立ち止まりジロジロ見るなどの不審者情報がありました。
児童が走って逃げると、いずれかに立ち去りました。

・自転車で通行中の女子児童に対しても、「一緒にどっか行こう。」などと声かけ事案がありまし
た。すぐ逃げたり、大声で助けを求めたりするなど、防犯の意識を常に持っていなければなら
ないと思っています。不審者に十分注意して、巡回指導を実施していきたいと思います。

【立花地区】・例年、小学校の卒業式後、大型商業施設の飲食店で「お別れ会」等をして騒がしい事も多かっ
た。目に余る時は通報したこともある。 

      ・小学校の通学路に指定されている商店街で、大きなビルの解体や新たな老人施設の建設が相次
いで始まった。トラックの出入りも多くなり、町会ぐるみで対応を協議している。 
・最近、インターネットカフェがリニューアルオープンした。鍵付き防音個室が新たに設けられ
たので注視していきたいと思います。 

【武庫地区】・中学校卒業式は、目立った事もなく無事終わりました。公立高校入試の次の日、自転車の二人
乗りをして集団で走っているのを見かけたので、注意をしました。 

・中２の塾帰りの生徒が男の人に首を絞められ、すぐに交番に届け出たそうです。夜１０時を過
ぎているので、生徒達も騒がず静かに家に帰るよう注意された様です。 

【園田地区】・小学生達の間でサッカーが流行っているようで、公園へ行く道々、ボールを蹴りながら行くの
で、高齢者の多い地域では手押し車とぶ
つかりそうになったので注意しました。
・ライターで公園の樹木に火をつけた子ど
も達がいて、警察官の出動がありました。
幸いなことに大きな事件にならずに済ん
でホッとしました。


